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令和８年南アルプス市議会第２回定例会 

市長説明要旨（抜粋） 

 

 本定例会における議案説明に先立ち、公約に掲げる「３本の柱」に沿った取

り組みと、本年度の主な事業についてご報告申し上げます。   

 本市は、社会情勢の変化に対応しながら将来にわたり発展を続ける「持続可

能なまちづくり」を目指しております。「３本の柱」を推進し、まちの魅力を

高め、「未来を拓くまちづくり」を前進させてまいります。 

 

 まず、１つ目の柱『未来をつくる産業振興』についてであります。   

南アルプスＩＣ周辺整備事業では、中央エリアにおいて企業誘致を進めてまい

りました。このたび、自動車事業大手「株式会社ＩＤＯＭ」を代表企業とする

事業提案を選定し、５月１９日に立地協定を締結いたしました。本事業では、

子育て世代をはじめ幅広い世代が集い、新たな学びや体験を楽しめる機能に加

え、人気店、県内初出店の店舗導入などにより、県内外から多くの来訪者を呼

び込む空間づくりを進めてまいります。これにより、ＩＣ周辺エリアの回遊性

を高め、市内全域への波及効果につなげてまいります。   

また、東部・西部エリアについても、事業の具現化に向けたアクションプラ

ンを策定し、地域特性を活かした土地活用を目指してまいります。 

道の駅フモット南アルプスについては、「ひと・まちコネクト」をコンセプ

トとする基本構想を策定し、来年度の開業を目指して準備を進めております。

観光と交通の拠点施設や新たな店舗の導入により、人と地域と情報が接続する

「つながる道の駅」を目指してまいります。ＩＣ周辺は今後も一体的な開発を

進め、競争力のある土地利用を推進してまいります。 

企業誘致では、下今諏訪工業団地において武蔵エナジーソリューションズ株

式会社が新工場建設を進めており、上今諏訪工業団地では株式会社丸眞熱処理

工業が本年１２月の竣工に向け工場建設を進めております。さらに御勅使南工

業団地では、株式会社コーセーが「南アルプス工場」の整備を進めており、本

年７月の稼働開始を予定しております。今後も立地優位性を活かしながら、成

長産業を中心とした企業誘致を推進し、雇用創出や地域経済の活性化につなげ

てまいります。 

観光の推進では、清水港に寄港する外国クルーズ船からの観光需要の取り込

みを進め、誘客の強化を図ってまいります。また、本年度は観光消費の地域内

循環と持続可能な観光地づくりを推進する「南アルプス市観光地経営戦略」を

策定し、観光協会や観光事業者との連携により、観光による地域活力の創出を

推進してまいります。 
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 続いて、２つ目の柱『希望をかなえる子育て応援』についてであります。   

本年４月、教育行政の基本指針となる「第３次南アルプス市教育大綱」を策定

し、「こどもまんなか、南アルプス市の未来を創る“ひと”づくり」を基本理

念として、教育政策とこども政策を一体的に推進してまいります。本年度は教

育振興プランを策定し、学校教育・家庭教育・地域教育の連携を図りながら、

未来を担う人材育成と持続可能な地域社会の実現を目指してまいります。 

教育支援センターについては、センター長を配置するとともに、芦安中学校

を除く全中学校に校内支援教室を設置し、不登校や学校生活に不安を抱えるこ

どもたちへの支援体制を強化いたしました。誰ひとり取り残さない教育環境の

充実を図ってまいります。 

子育て支援では、本年９月から市内公立保育所の給食費無償化を実施し、私

立保育所や認定こども園、児童発達支援施設等の利用者にも給付を行うこと

で、子育て世帯の経済的負担の軽減を図ってまいります。また、４月には「地

球のくらし保育園」が開所しました。市内初のインクルーシブ型施設として、

多様なこどもたちが共に育つ環境づくりを進めてまいります。さらに若草地区

では、学校法人山梨英和学院による幼保連携型認定こども園の整備が予定され

ており、保育ニーズへの対応と教育・保育環境の充実が期待されております。 

 

 最後に、３つ目の柱『魅力あふれる地域整備』についてであります。   

総務省の人口移動報告によると、令和７年の本市の転入超過数は４２２人で県

内最多となりました。また、地価公示においても住宅地・商業地ともに上昇傾

向が続くなど、本市は「選ばれるまち」として着実に成長しております。 

交流人口と関係人口の創出では、令和７年度のふるさと納税が１４万３，０

００件、４５億３，８００万円となり、過去最大規模を更新しました。ポータ

ルサイトの拡充や中間事業者の活用、商工会との連携など、官民連携による取

り組みの成果であり、今後も地域ブランド力の強化に向け推進してまいりま

す。また、ふるさとワーキングホリデー事業を本格実施し、滞在型の就労や地

域交流を通じて関係人口の創出と将来的な移住・定住につなげてまいります。 

新鏡中条橋の整備については、現在、本市、中央市、昭和町および山梨県が

連携し、具体的なルート案の検討や都市計画手続きに向けた基本方針の整理を

進めるなど、早期実現に向け取り組んでおります。今後も、広域的な連携強化

と地域活性化につながる重要施策として、関係機関と連携しながら整備を促進

してまいります。 

リニアビジョンについては、本年度から２か年で「南アルプス市リニアビジ

ョン」を策定し、リニア中央新幹線開業を見据えた将来の土地利用や地域づく
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りの基本的な考え方を整理してまいります。リニア開業効果を最大限に活か

し、新たな産業や交流、定住の創出につなげてまいります。 

空き家対策では、「南アルプス市空き家等対策基本計画」を更新し、市内の

実態把握と地域ごとの課題整理を行いながら、移住・定住施策と連携した利活

用など、地域資源としての活用を推進してまいります。 

 

 続いて、現在進めている主な事業について申し上げます。   

市役所の開庁時間を、本年１０月１日から試行的に午前９時から午後４時３

０分までに変更いたします。併せて、オンライン手続きやデジタル化を推進

し、見直しにより生み出された時間を活用することで、行政サービスの質の向

上につなげてまいります。現在、住民票や印鑑登録証明書はコンビニ交付を１

通１００円で実施しており、１０月からは税証明書にも対応する予定でありま

す。 

また、物価高騰への支援と地域経済の活性化を図るため、市民１人あたり１

万円分の「南アルプス元気券」を配布しました。家計負担の軽減に加え、地域

経済の下支えにつなげてまいります。 

さらに、猛暑による熱中症対策として、７月から３か月間、公民館等を「涼

みどころ」として開放する自治会に助成を行い、市民が安心して過ごせる避暑

空間の確保と地域での見守りや支え合いの推進を図ってまいります。 

 

 本年度は市長任期３期目の最終年となります。これまで掲げてきた「３本の

柱」の実現に向け、残された任期においても施策を着実に前進させ、市政運営

に全力で取り組んでまいります。 

 

続きまして、本定例会に提出いたしました案件につきまして、ご説明申し上

げます。市議会第２回定例会に提出いたしました案件は、条例の一部改正の専

決処分につき承認を求める案３件、条例案４件、補正予算案３件、財産の取得

案７件、市道路線に関する案１件、合わせて１８件です。   

 詳細については、総務部長、総合政策部長から説明いたします。 

 


